








要約 

高濃度酸素吸入,ロイコトリエン(LC4),トロンボキサン(TXA2)の投与が気道系に与える影

響について,幼若ウサギ,モルモット摘出気管標本を用いて検討を行なった。 

1)高濃度酸素の 4 日間吸入では,気管拡張物質 Epithelium  derived relaxing factor 

EpDRE による拡張を抑制しなかった。 

2)LC4,TXA2 はモルモットの摘出気管標本を収縮させるが,気道上皮の除去は,これら薬物

の用量反応曲線に影響を与えなかった。 


